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•  ワイドギャップ半導体を用い、高効率電力変換を
実現するパワーデバイス、および従来エレクトロ
ニクスの限界を打ち破る量子デバイスの実現を
目指す。

• スーパーコンピュータを用いた高精度第一原理
計算を駆使し、半導体の材料物性・欠陥物性を解
明する。

• 原子レベルでの欠陥制御プロセスを開発し、超高
性能パワーデバイス・量子デバイスの基盤技術を
確立する。
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界面における熱流体現象（熱輸送、濡
れ、相変化現象等）は身近な存在である
とともに、工学的にも現象解明と制御が
重要です。特に固体と液体の界面におい
て、エネルギーの流れとそのメカニズム
に着目した研究を行っております。原子
スケールにおいて熱流体の観点から新し
い現象解明の方法論や制御方法の創出を
行うことを目指しております。

界面プロセス最適化、省エネルギー

原子スケールにおける
界面熱流体輸送現象の解明と制御
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